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　本市の豊かで多様性のある⾃然環境と魅⼒ある地域資源を最⼤限にいかし、

「強く豊かな東近江市の実現」を⽬指した予算が提案されました。

　議会では慎重に審議を⾏い、すべての予算案を原案のとおり可決しました。

その中から、今年度に取り組む重点施策の⼀部を紹介します。

令和４年度一般会計予算　目的別内訳

令和４年度一般会計予算

� ４８８億円

４本の柱で強く豊かな東近江市の実現

八日市駅前市有地活用事業

２億４，３１１万円

妊娠・産後のサポート

１，０６３万円
コミュニティバスなどの
利用促進・利便性向上

２億３，２０８万円

観光イベント実施事業

９２２万円
　中心市街地のにぎわいを創出するため、
近江鉄道八日市駅前に建設中の複合ビル
に観光交流施設を整備するとともに、駅
前広場の改良工事を行います。

　不妊治療・不育症治療費の助成、心身
の不調や育児不安を抱える母親の支援の
ほか、多胎妊産婦などへのサポートを行
います。

　近江の聖徳太子魅力発信事業を実施す
るほか、四季折々のイベント開催の支援
とイベント誘致による誘客に取り組みま
す。

　市街地を循環するちょこっとバスの新
路線やちょこっとタクシーで移動できる
エリアを拡大するほか、バス利用者がス
マートフォンやパソコンを通してバスの
運行状況などが分かるバスロケーション
システムを導入します。

新型コロナウイルス感染症対策

ワクチン接種事業、保育・教育施設などにおける感染症対策、事業者支援など

６億７，６２１万円

活力ある東近江市の創生 魅力ある東近江市の創生

夢のある東近江市の創生 豊かな東近江市の創生

項　　目 予　算　額 概　　　要

総 務 費 57億 4,707万円 市民活動や防犯、交通対策など

民 生 費 178億　 278万円 児童や障害者、高齢者福祉の充実など

衛 生 費 44億 5,733万円 健診やごみ処理など

農林水産業費 23億　  65万円 農業や林業、水産業の振興など

商 工 費 11億 6,120万円 商工業や観光の振興など

土 木 費 33億 3,526万円 道路や河川、公園の整備など

消 防 費 15億 6,830万円 消防や救急活動など

教 育 費 51億 7,259万円 学校や社会教育、施設整備など

公 債 費 60億 4,112万円 市の借金の返済

そ の 他 12億 1,371万円 議会費、労働費、予備費など

議会だより 0203 議会だより

新年度予算 新年度予算



Q　
農
業
振
興
に
つ
い
て
、

①
日
本
の
農
業
に
対
す
る
市
長
の
考

え
は
。

②
４
期
目
に
入
っ
た
㈱
東
近
江
あ
ぐ

り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
状
況
は
。

③
新
規
就
農
者
へ
の
対
応
は
。

④
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み

は
。

A　
①
農
業
は
国
民
の
生
命
に
関
わ

る
重
要
な
基
幹
産
業
で
す
が
、
日
本

の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

で
37
％
と
危
機
的
な
状
況
で
す
。
不

安
定
な
国
際
情
勢
や
大
規
模
な
自
然

災
害
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
我

が
国
の
農
業
は
国
家
的
危
機
と
も
い

え
る
現
状
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
食
料
自
給
率
の
向
上
に
お
い
て
、

近
畿
最
大
の
耕
地
面
積
を
有
す
る
本

市
が
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
り
、

国
営
ほ
場
整
備
を
は
じ
め
、
次
世
代

に
責
任
を
果
た
せ
る
農
業
の
基
盤
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
農
産
物
の
取
扱
数
量
や
売
上
額
は

上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
野
菜
価
格
の

低
迷
、
飲
食
業
へ
の
販
売
量
減
少
も

あ
り
営
業
利
益
は
対
前
年
度
比
を
下

回
る
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
。
さ
ら

な
る
経
営
改
善
と
と
も
に
、
農
家
所

得
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

③
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
栽
培
技
術
の
習
得
を
は
じ
め
、
農

地
や
住
居
の
確
保
、
資
金
調
達
、
就

農
後
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
ま
で
を
総
合

的
に
支
援
す
る
「
就
農
支
援
セ
ン

タ
ー
」
構
想
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

④
今
後
急
速
に
進
む
で
あ
ろ
う
ス
マ

ー
ト
農
業
に
は
若
者
の
関
心
も
高
く
、

人
材
不
足
に
悩
む
集
落
営
農
に
と
っ

て
は
若
者
の
参
加
を
求
め
る
絶
好
の

機
会
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
農
業
の
普
及
を
通
じ
て
、
若
者
の

農
業
参
加
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す

る
考
え
と
、
新
年
度
に
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
「
森
の
文
化
情
報
発
信

施
設
」
の
検
討
と
は
。

A　
今
後
の
博
物
館
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
、
外
部
委
員
で
構
成
す
る

委
員
会
で
議
論
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

委
員
会
か
ら
は
、
本
市
が
最
優
先
で

取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
、
地

球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
危
機
に
対
峙

す
る
た
め
に
も
、
森
林
の
持
つ
Ｃ
Ｏ

２
吸
収
機
能
に
注
目
し
、
緑
の
国
の

象
徴
た
る
森
林
を
資
源
と
し
て
活
用

し
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
重
要
性
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
鈴
鹿
山
脈
は
日
本
の
中

で
も
特
筆
す
べ
き
多
様
性
の
あ
る
自

然
を
有
し
、
そ
の
も
と
で
、
人
々
の

暮
ら
し
が
営
ま
れ
、
木
地
師
に
代
表

さ
れ
る
千
年
を
超
え
る
豊
か
で
奥
深

い
歴
史
文
化
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
今
こ
そ
情
報
発

信
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
提
案
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は

「
森
の
文
化
を
情
報
発
信
す
る
施
設
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
設
置
に
適
し
た
場

所
の
検
討
な
ど
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
山
里
の

暮
ら
し
や
木
地
師
文
化
を
「
つ
た
え

る
」、
森
と
人
、
人
と
人
と
が
「
つ

な
が
る
」、
鈴
鹿
十
座
や
地
域
資
源

へ
「
い
ざ
な
う
」、
森
の
資
源
を
活

用
し
脱
炭
素
社
会
へ
と「
ふ
み
だ
す
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

Q　
会
員
制
商
業
施
設
の
出
店
予
定

が
公
表
さ
れ
た
が
、
企
業
誘
致
に
対

す
る
成
果
と
今
後
の
展
望
、
商
業
施

設
誘
致
が
も
た
ら
す
効
果
は
。

A　
平
成
25
年
の
市
長
就
任
以
来
、

税
収
増
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、
攻

め
の
姿
勢
で
行
政
運
営
を
推
進
す
る

た
め
企
業
誘
致
に
心
血
を
注
い
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
新
規
企
業
の

立
地
や
既
存
企
業
の
規
模
拡
大
を
積

極
的
に
支
援
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り

14
社
の
新
規
企
業
の
進
出
が
あ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

に
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
企
業
の
動
き
に
高

く
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
な
が
ら
、
10
年

先
、
20
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
、
引
き
続
き
積
極
的
な
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
会
員
制
商
業
施
設
の
誘
致
が
も
た

ら
す
効
果
に
つ
い
て
は
、
１
店
舗
当

た
り
約
３
０
０
人
か
ら
５
０
０
人
の

雇
用
が
生
ま
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、

市
民
の
雇
用
創
出
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

商
業
施
設
は
世
界
的
に
も
知
名
度
が

高
く
、
そ
の
集
客
力
は
突
出
し
て
お

り
、出
店
意
向
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
、

メ
デ
ィ
ア
の
反
響
は
大
き
く
、
本
市

の
知
名
度
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

な
ど
の
効
果
が
既
に
出
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
生
か
し

た
市
外
、
県
外
か
ら
の
誘
客
で
作
り

出
さ
れ
る
人
の
流
れ
を
中
心
市
街
地

を
は
じ
め
、
本
市
の
多
様
な
観
光
地

や
飲
食
店
な
ど
の
商
業
施
設
へ
呼
び

込
む
こ
と
で
、
消
費
が
増
加
す
る
好

循
環
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 代 表 質 問

　３月８日に５会派が代表質問を行いました。質問と答弁の概要

をお知らせします。また、議会ホームページでは、インターネッ

トによる動画配信も行っています。

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

大
橋　

保
治

会
員
制
商
業
施
設
誘
致
が

も
た
ら
す
効
果
は

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
と

若
者
の
農
業
参
加
は

森
の
文
化
情
報
発
信
施
設
の

狙
い
と
コ
ン
セ
プ
ト
は

建設予定地（中小路町地先）

ドローンによる農薬散布

代表質問

05 議会だより 議会だより 04

代表質問



Q　
東
京
一
極
集
中
が
叫
ば
れ
て
久

し
い
が
、
東
京
都
の
人
口
は
こ
の
20

年
間
で
２
０
０
万
人
増
加
し
た
。
人

口
の
集
中
化
は
東
京
に
限
ら
ず
至
る

所
で
見
ら
れ
、
滋
賀
県
は
こ
の
20
年

間
で
６
万
人
増
加
し
て
い
る
が
、
実

際
は
湖
南
地
区
だ
け
で
６
万
人
増
加

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
高
島
市
は
９

千
人
減
、
本
市
も
人
口
減
少
傾
向
に

あ
る
。

　
第
２
次
東
近
江
市
総
合
計
画
は
、

本
市
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で
あ

り
、
現
在
後
期
４
年
間
の
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
構
想
の

中
で
将
来
人
口
目
標
を
２
０
４
０
年

10
万
人
、
２
０
６
０
年
９
万
人
と
設

定
さ
れ
て
い
る
が
、
最
上
位
計
画
に

人
口
目
標
を
設
定
し
た
理
由
と
そ
の

目
標
値
の
根
拠
は
。

A　
総
合
計
画
は
将
来
の
本
市
の
あ

る
べ
き
姿
と
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り
、
目

標
人
口
は
そ
の
長
期
的
な
人
口
の
姿

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目

標
数
値
は
税
収
を
確
保
し
、
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
一
定
の

人
口
規
模
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

各
種
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。

Q　
年
末
年
始
に
か
け
能
登
川
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
中
学
生
以
上

を
対
象
に
し
た
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
能
登
川
地
区
は
人
口

２
万
３
千
人
で
ち
ょ
う
ど
本
市
の
５

分
の
１
の
縮
図
に
な
る
と
も
い
え
る
。

回
答
で
は
、
旧
在
所
の
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
公
共
交
通
網
へ
の
不
満
、

空
き
家
の
増
加
、
自
治
会
の
存
続
と

い
っ
た
問
題
に
影
響
し
て
い
る
こ
と

が
目
に
付
い
た
が
、

①
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
に
つ
い
て
不
満

が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
民
間
の
配
車

ア
プ
リ
を
利
用
し
た
新
た
な
公
共
交

通
網
な
ど
の
検
討
は
。

②
年
間
１
０
０
戸
の
ペ
ー
ス
で
空
き

家
が
増
加
し
て
い
る
が
、
有
効
利
用

の
促
進
だ
け
で
は
減
少
は
見
込
め
な

い
。
廃
棄
物
の
分
別
処
理
の
義
務
化

が
進
み
解
体
費
の
高
騰
が
顕
著
な
状

況
で
、
中
心
市
街
地
へ
の
居
住
誘
導

の
観
点
か
ら
も
、
建
て
替
え
条
件
付

き
で
の
取
り
壊
し
補
助
制
度
の
検
討

が
必
要
と
考
え
る
が
。

③
自
治
会
役
員
の
担
い
手
不
足
の
声

が
多
く
、
若
い
世
代
か
ら
は
自
治
会

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
の
意
見

も
あ
る
。
総
合
計
画
に
お
い
て
も
政

策
の
第
一
に
地
域
を
愛
し
課
題
を
解

決
す
る
人
材
を
育
て
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
支
援
策
は
。

A　
①
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
は
市
民
の

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段

と
し
て
国
・
県
か
ら
の
支
援
も
活
用

し
な
が
ら
公
共
交
通
網
を
構
築
し
て

い
ま
す
。
提
案
さ
れ
た
配
車
ア
プ
リ

な
ど
の
新
技
術
は
、
現
時
点
で
導
入

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
便
性

向
上
が
図
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
令
和
４
年
度
の
住す

ま
い
る
事
業
で

は
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空

き
家
を
購
入
し
、
除
去
し
た
上
で
新

築
し
て
居
住
す
る
こ
と
を
要
件
と
し

た
空
き
家
活
用
補
助
金
を
新
た
に
計

上
し
ま
し
た
。

③
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
よ
り
役
員
の
担
い
手
確
保

や
若
者
の
自
治
会
離
れ
な
ど
の
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
自
治

会
の
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
集
「
自
治

会
ま
る
ご
と
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」
を
作

成
し
各
自
治
会
へ
配
布
し
、
今
後
出

前
講
座
の
開
催
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
積
極
的
に
保
育
士
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
内
唯
一

の
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

人
材
育
成
や
研
修
の
機
会
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
質
の
高
い
保
育
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
に
応
じ

て
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

保
育
士
を
確
保
す
る
こ
と
で
良
質
な

保
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

Q　
自
然
を
生
か
し
た
体
験
を
通
じ

て
郷
土
愛
を
育
む
教
育
が
で
き
な
い

か
。

A　
５
歳
児
を
対
象
と
し
た
里
山
保

育
事
業
の
ほ
か
、
夏
休
み
に
小
学
生

を
対
象
と
し
た
森
里
川
湖
体
験
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
感
受
性
を

育
て
、
創
造
性
や
自
主
性
な
ど
様
々

な
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
環
境
意

識
も
高
ま
り
、
地
域
の
自
然
や
歴
史

文
化
が
有
す
る
価
値
を
認
識
す
る
こ

と
で
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
う
子

ど
も
達
の
成
長
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
体
験
を
積

み
重
ね
る
こ
と
が
郷
土
愛
を
育
む
教

育
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

Q　
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
の
早
期

解
決
を
め
ざ
し
、
早
急
な
支
援
体
制

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
２
名
か
ら
３
名
に
増
員
し
、
さ

ら
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

年
間
相
談
時
間
を
３
６
０
時
間
増
や

し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
児
童
生
徒

や
保
護
者
の
様
々
な
不
安
に
寄
り
添

え
る
体
制
が
強
化
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
新
規
に
家
庭
教
育
支
援

員
を
配
置
し
、
家
庭
の
孤
立
を
防
ぎ
、

問
題
発
生
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、

学
び
の
場
や
相
談
の
場
な
ど
に
出
向

く
こ
と
が
難
し
い
家
庭
を
訪
問
し
て

支
援
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

Q　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人　
東

近
江
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
立
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
と
今

後
の
構
想
は
。

A　
東
近
江
医
療
圏
域
内
の
各
医
療

機
関
の
体
質
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

強
固
な
医
療
体
制
の
構
築
に
向
け
て

医
療
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
設
立
す
る
も
の
で
、
医

療
機
関
だ
け
で
な
く
、
行
政
、
医
師

会
、学
校
法
人
な
ど
も
構
成
員
で
す
。

在
宅
医
療
や
予
防
医
療
の
充
実
、
病

床
の
機
能
分
担
、
人
材
育
成
や
共
同

研
修
、
医
薬
品
の
共
同
交
渉
や
共
同

購
入
な
ど
を
連
携
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
強
固
な
医
療
提
供
体
制

が
構
築
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
相
互
の
連
携
が
一
層

進
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
必
要
な
と

き
に
身
近
で
質
の
高
い
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
安
全
で
安
心
な
医

療
提
供
体
制
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
法
人
設
立
の
狙
い
は

本
市
の
人
口
目
標
に
つ
い
て

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

見
え
た
本
市
の
問
題
点

Q　
保
育
環
境
の
整
備
に
対
す
る
成

果
と
、め
ざ
す
べ
き
保
育
の
充
実
は
。

A　
子
育
て
は
、
保
護
者
が
責
任
を

も
っ
て
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
幼
児
教
育･

保

育
の
無
償
化
や
社
会
状
況
の
変
化
に

よ
り
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
や
保
育
所
の
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
化
を
推
進

し
た
こ
と
で
、
保
育
環
境
は
相
当
な

郷
土
愛
を
育
む
教
育
を

太
陽
ク
ラ
ブ

辻　

 

英
幸

里山保育の様子

東近江市の人口推計（出典：東近江市人口ビジョン）
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中学生議員になりませんか？　

Q　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
と
し
て
、
若
い
世
代
の
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
サ

ポ
ー
ト
の
中
で
、

①
本
市
が
実
施
し
て
い
る
不
妊
治
療

助
成
の
概
要
は
。

②
今
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療
の
公
的

保
険
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
が
、

概
要
は
。

A　
①
本
市
は
、
県
助
成
の
不
足
分

の
半
額
を
助
成
し
て
お
り
、
上
限
は

７
万
円
で
、
男
性
不
妊
治
療
の
上
限

は
５
万
円
で
す
。

②
人
工
授
精
な
ど
の
一
般
不
妊
治
療

と
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
な
ど
の

特
定
不
妊
治
療
が
新
た
に
公
的
保
険

適
用
と
な
り
ま
す
。

Q　
免
許
を
返
上
し
た
後
の
移
動
が

不
安
と
の
声
を
聴
く
。
そ
の
時
こ
そ

重
要
な
の
が
公
共
交
通
で
あ
る
。
市

民
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
。

A　
こ
れ
ま
で
も
公
共
交
通
の
利
活

用
に
向
け
、
割
引
乗
車
券
の
発
行
や

通
学
定
期
券
の
購
入
促
進
、
駅
関
連

施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
幅
広
い
世
代
に
「
乗

っ
て
守
る
」
と
い
う
意
識
の
醸
成
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
な
ど
、
意

識
改
革
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

Q　
本
市
の
地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て
、

①
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
を
停
留
所

間
で
自
由
に
運
行
さ
せ
る
予
定
は
。

②
送
迎
配
車
支
援
シ
ス
テ
ム
を
運
行

委
託
事
業
者
に
導
入
す
る
考
え
は
。

A　
①
令
和
４
年
度
か
ら
停
留
所
間

を
自
由
に
移
動
で
き
る
区
域
を
拡
大

し
、
よ
り
便
利
に
利
用
で
き
る
よ
う

改
善
し
ま
す
。

②
現
時
点
で
は
導
入
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
学
校
設
備
に
つ
い
て
、

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
授
業

に
不
可
欠
な
電
子
黒
板
の
配
置
状
況

は
。

②
教
室
の
授
業
用
パ
ソ
コ
ン
に
モ
ニ

タ
ー
が
付
い
て
い
な
い
が
、
授
業
へ

Q　
日
本
共
産
党
は
２
月
24
日
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
断
固
糾
弾
す
る
。

ロ
シ
ア
は
軍
事
作
戦
を
直
ち
に
中
止

せ
よ
」
と
題
す
る
声
明
を
緊
急
に
発

表
し
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は

じ
め
各
国
大
使
館
に
送
っ
た
。

　
声
明
で
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
作
戦

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
を
侵

し
、
国
連
憲
章
、
国
際
法
を
踏
み
に

じ
る
ま
ぎ
れ
も
な
い
侵
略
行
為
で
あ

り
、
た
だ
ち
に
軍
事
行
動
を
や
め
撤

退
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
る
。

市
長
の
所
感
は
。

A　
今
回
の
ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
明

ら
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
お
よ
び

領
土
の
一
体
性
を
侵
害
し
、
武
力
の

行
使
を
禁
ず
る
国
際
法
の
深
刻
な
違

反
で
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の

と
考
え
ま
す
。
政
府
に
は
国
際
社
会

と
連
携
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
を

取
り
戻
す
よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

A　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

日
常
生
活
の
中
で
の
脱
炭
素
に
向
け

た
国
民
が
意
識
す
べ
き
30
の
行
動
変

容
と
暮
ら
し
の
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
す
で
に
市
民

の
皆
さ
ま
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
普
段
の
暮

ら
し
の
中
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ

ョ
ン
30
に
取
り
組
む
こ
と
が
脱
炭
素

社
会
実
現
に
向
け
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　
性
別
に
よ
る
差
別
や
不
平
等
を

な
く
し
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
」
を

達
成
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
世
界
的

に
広
ま
っ
て
い
る
。

　
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

も
「
目
標
５　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

A　
国
際
的
に
も
重
要
視
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
、
誰
も
が
人
権
を
尊
重
さ

れ
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
自
ら
の
希
望
す
る
多
様
な
生

き
方
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

山
中　

一
志

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

を
糾
弾
す
る

強
く
豊
か
な
東
近
江
市
の

創
生
に
向
け
て

地
域
公
共
交
通
は

便
利
に
な
る
か

学
校
の
教
育
設
備
は

大
丈
夫
か

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現

公
明
党

竹
内　

典
子

新
政
無
所
属
の
会

�
井
上　

 

均

の
影
響
は
。

③
教
師
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
現
在
、
何

台
、
何
％
購
入
で
き
て
い
る
か
。

A　
①
電
子
黒
板
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
な
ど
の
大
型
提
示
装
置
を
各
教
室

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

②
教
室
の
大
型
提
示
装
置
に
画
面
を

写
す
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
教
師
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
購
入
し
て

い
ま
せ
ん
が
相
互
利
用
で
き
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
整
え
て
い
ま
す
。

　東近江市で初めて中学生議会が開催されることにな
りました（市ＰＴＡ連絡協議会主催）。現在、中学生
議員を募集しています。詳しくは、市ホームページま
たは実行委員会事務局までお問合せください。

中学生議会実行委員会事務局（生涯学習課内）
IP ：050-5801-5672　TEL：0748-24-5672

参加者
募集

出典：公明新聞（2022.2.25）

比較的自由なエリア運行が可能に
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中小路町地先に誘致した会員制大型量販店
は、アメリカに拠点をおく世界トップ３の小

売業で、２０２１年７月時点で、世界で８１７店
舗、日本で３０店舗を有し、日本の１店舗の年商は
約２００億円といわれている。また、会員制（個人
年会費４，８４０円）で、店舗は倉庫型で客は広い
店内を大きなカートで徳用サイズの商品を購入する
方式である。この大型量販店の郊外誘致に期待と不
安の声が上がっている。
①この大型量販店の年商を２００億円とし半分を市
内客と仮定すると、その売上額は市内小売店舗全体
の約１０％に相当する。市内のスーパーや小売店舗
への影響は。
②誘致に伴う交通渋滞対策は。
③近隣住民の不安や心配に答える説明の時期は。

①この商業施設は会員制で商圏は近隣府県を
含む広範囲です。また、日常の買い物をする

市内小売店とは商品サイズ、容量、数量などが大き
く異なり、一定の棲み分けできると考えています。
②事業者が関係機関との協議の中で必要な対策をさ
れるものと考えます。
③事業者が出店への法的手続きの中で開催されます。

高すぎる国民健康保険料問題を解決すること
は、暮らしと健康を守るためにも、国保制度

の持続にも重要な政治課題である。２０２２年度国
民健康保険特別会計予算案では未就学児の均等割保
険料の半額公費負担が明らかになり、県の「納付金
の算定過程及び算定結果」も出された。
①市ホームページに掲載のモデルケース（３人家族）
の来年度保険料の予定額は。
②就学前の均等割半減の対象人数と世帯数は。
③１８歳までの子どもの被保険者数と均等割額は。
④生まれたばかりの赤ちゃんにまで３万３，６００
円もの均等割保険料が課せられる。１８歳までの子
どもの均等割廃止の考えは。

①年額３３万７，２００円で、今年度から
１万９，９００円の値下げになる予定です。

②令和３年度の賦課期日現在で５１６人、３９８世
帯です。
③令和３年度の賦課期日現在で１，９８４人、総額
は４，８３６万４８０円です。
④国が医療保険制度のスキームを作っていますの
で、国として制度化すべきものと考えます。

本市の学校教育について、
①コロナ禍で懸念される子どもたちへの影響

と今後の対策は。
②未来社会に向けて本市が目指す教育は。
③今後、授業や宿題はどう変わるか。

①コロナ禍の制約の中で、心の健康・体力面・
充実感や自信につながる力の育成への影響、

人間関係力の低下を招くことなどを懸念していま
す。子どもたちが自信を持てること、表現できるこ
と、前向きに取り組めることを増やしていく必要が
あります。
②次世代を担う子どもたちには、文章や情報を正確
に読み解き、対話する力や他者と協働して課題を解
決していく力が必要なため、これまでの授業実践に
加え、ＩＣＴ機器を有効かつ適切に活用して学びの
質を高め、アナログとデジタルのハイブリッドで新
たな社会をけん引できる人材を育成します。
③主体的な学び、個に応じた学習の充実のため、学
校では従来の講義型授業から、児童生徒が自ら課題
を見つけ解決する問題解決型学習を目指します。一
律に出していた宿題はタブレットの活用で児童生徒
が自分に必要な学習を選べるようになります。

通常の学級に在籍する比較的軽度の障害があ
る児童生徒に対して、障害の状態に応じて特

別な指導を行うための「通級指導教室」の開設数お
よび利用児童生徒数、今後の方向性は。

令和３年度現在、６小学校と２中学校に通級
指導教室を設置し、小学校では１６４人、中

学校では３７人の児童生徒が利用しています。
　今後の方向性については、１０年前に比べ設置教
室数は倍増となっていますが、さらに通室を希望す
る児童生徒が増えているため、今後も計画的な増設
を県に強く要望していきたいと考えています。

こどもの家（学童保育）事業について、今後
計画されている施設の改修計画は。また、民

間事業所による民設民営の学童保育運営整備に対す
る考えは。

現時点で改修を予定しているこどもの家はあ
りません。民間事業所による民設民営の学童

保育運営整備に対する考えについては、今後の入所
予測児童数と施設整備の状況を見ながら進めていく
必要がありますが、選択肢のひとつであると考えて
います。

令和３年度の「全国体力・運動能力、運動習
慣等調査」、通称「体力テスト」結果が公表

され、滋賀県は小学５年生男女とも全国４４位。中
学２年生男子は全国２１位、女子は３３位で、過去
最低の点数となった。点数の低下は全国的な傾向で、
その原因はスマートフォンなどの視聴時間の増加や
新型コロナウイルス禍で運動量が減ったことが拍車
をかけたとされている。本市の結果と対策は。

本市は小学５年生男女、中学２年生男女とも
滋賀県の平均点を下回る結果となりました。

対策として、スマートフォンの利用の約束を決める
などの取り組みと、小学校では休み時間などの外遊
びを推奨しています。			  		

コロナ禍による児童生徒のコミュニケーショ
ン不足について、今後の方針は。
コロナ禍後に向けて中止、縮小した行事につ
いては、教育的意義を再考しながら、各学校

での実施を進めています。
　取り組みとして、子どもは遊びの中でコミュニ
ケーションを育むと捉えており、外遊びを推奨し、
教育的環境を整えていきます。
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一 般 質 問

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

　３月９日、１０日に１５人が一般質問を行いました。質問と答

弁の概要をお知らせします。また、議会ホームページでは、イン

ターネットによる動画配信も行っています。

日本共産党議員団

廣田　耕康

日本共産党議員団

田郷　 正

太陽クラブ

櫻　 直美

太陽クラブ

戸嶋　幸司

太陽クラブ

安田　高玄
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公明党

吉坂　 豊

令和４年度で終了する東近江市子ども読書活
動推進計画第３次計画の現状と次期計画は。
第３次計画では「いつも手元に読みかけの本
を」をキャッチフレーズに掲げ、子どもが本

とのより良い出会いを果たし、読書に親しむことを
主眼に置いた取り組みを図書館、学校・園、地域が
連携し進めています。
　今日、読書を取り巻く状況は、スマートフォンや
タブレット端末などの電子機器を使った読書の機会
も増えている一方で、従来からの紙媒体の書籍を実
際手に取り読む方が記憶に残り、読解力や思考力を
高める上で優位性が高いという研究・調査結果が出
ています。
　次期計画では、いつも手元に本を置き「紙」の本
を読むことに力点を置いてきた今までの取り組みを
引き継ぎながら、子どもの読書活動をより一層推進
するべく、次年度に設置を予定している「子ども読
書活動推進計画策定委員会」で、具体的な協議、検
討を進めていきます。

伊庭内湖の環境整備として「浚
しゅんせつ

渫と水草除去
を国民スポーツ大会を期に県に要望してほし

い」と求め続けてきた。市の新年度予算案に伊庭内
湖の浚渫工事設計費が計上されているが、その背景
と内容は。

これまでも県に対し、浚渫による水深の確保
を行うよう強力に要望してきましたが、今年

２月には、県の土木交通部と琵琶湖環境部の幹部職
員が同席のもと、市長が副知事宛てに直接、水深の
確保への支援と早期かつ継続した大規模な水草除去
を要望しました。そうした今日までの働きかけによ
り、浚渫工事設計費に係る市への補助金が県議会に
上程されました。

３６億円超をかけて完成した新しい垣見隧
ず い ど う

道
は、はしご車や観光バスも安全に通れるよう

になった。市長の所感は。
さまざまな困難はありましたが、この隧道の
完成により利用者の安全性と利便性が大きく

向上することはもちろんのこと、本市の発展に大き
く寄与するものと確信しています。ご協力いただい
た方々に心から感謝申し上げます。

ガリ版伝承事業の今後の運営と資料の活用や
保存方法は。
策定中の博物館構想において、ガリ版伝承館
をガリ版文化の「聖地」と位置づけ、施設の

有効活用や貴重なガリ版資料の情報発信など、にぎ
わいあるまちづくりの拠点となるよう検討していま
す。
　歴史的に貴重な資料が発見されており、ガリ版伝
承館で堀井謄写堂の商業活動や堀井家の歴史資料な
どの調査成果を発表する展覧会を予定しています。
また、資料は収蔵施設で保存・管理し、近代日本を
支えたガリ版資料を次世代に継承したいと考えてい
ます。

野口謙蔵顕彰事業の今後の展開は。

令和３年度は野口謙蔵生誕１２０年の節目の
年で、近江商人博物館で企画展「野口謙蔵の

横顔」や「野口謙蔵洋画展」を行いました。コロナ
禍の中、約３，２００人もの来館があり、洋画家野
口謙蔵に対する関心の高さが伺えました。今後の顕
彰事業は、市内博物館やホールでの展覧会のほか、
都市部での展示など、その可能性について探りたい
と考えています。

八日市駅前の古民家を活用したＳＡＴＳＵＫ
ＩーＲＯ事業の詳細内容、展開、具体的効果

は。
八日市まちづくり公社が運営するＳＡＴＳＵ
ＫＩーＲＯは、現在コワーキングスペースや

レンタルスペースがプレオープンしています。令和
４年度事業では、レンタルキッチンやチャレンジ
ショップの整備を進められるもので、独立開業や出
店を促し、中心市街地のにぎわい創出につながるも
のと考えています。

市街地を循環する新たなちょこっとバス路線
の整備と先端技術の活用は。
八日市駅を発着点に、中心市街地から官庁街
を経由し、南部地区までを巡回する「市街地

循環線」を新設します。また、新たに導入するバス
ロケーションシステムは、スマートフォンなどで乗
り換え検索サービスや、ちょこっとバスの走行位置、
到着時間などを簡単に知ることができるものです。
今後も新たな利用者の開拓に向け、さまざまな検討
を重ねていきます。

本市のがん検診について、
①受診率の目標値と、受診率向上の取り組み

は。
②乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポンの利用率
と勧奨・再勧奨の効果は。

①目標値は５０％を設定しています。
受診率向上の取り組みは、はがきなどでの受

診勧奨と未受診者への再勧奨や、新型コロナウイル
スワクチン接種会場での啓発を行っています。また、
受診しやすい環境整備として、医療機関での個別受
診と休日や身近なコミュニティセンターでの集団検
診を実施しています。
②令和２年度の無料クーポン利用率は乳がん検診
１９．９％、子宮頸がん検診１３．２％です。勧奨・
再勧奨については５月に無料クーポン券を送付し、
９月と２月に再勧奨を行っています。クーポン送付
のみでは乳がん検診の受診者は１２人、子宮頸がん
検診は６人でしたが、2 回目のはがきの送付により
受診者は乳がん検診で１５１人、子宮頸がん検診で
８５人に増加しており、効果があったと考えていま
す。

本市における農業・農村の振興について、
①東近江市産農産物のブランド化に向けた展

望は。
②新規就農者の確保と育成について、今後の展望は。
③収益性の高い野菜生産への転換とは。

①他産地との差別化によって販売力の強化を
図る重要な要素と考えており、これまでも近

江米や近江牛において取り組んできたところです。
現在、生産拡大に努めている水田野菜についても「近
江野菜」という新たなブランドを構築していきたい
と考えています。
②現在、県・ＪＡ・農業委員会などの関係機関で構
成するサポートチームを組織し、新規就農者の支援
を行っています。しかしながら、担い手不足の解消
にはさらなる取組強化が必要であることから、新
規就農者にとって最も重要な栽培技術の習得をはじ
め、農地や住居の確保、資金の調達、就農後の経営
サポートまでを総合的に支援する「就農支援セン
ター」構想の検討を進めています。
③米の需要が減少する中、これまでの米・麦・大豆
から面積当たりの収益性が高い野菜へと転換を図り、
農家の所得を向上させていきたいと考えています。
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東近江市民クラブ

田井中　丈三

東近江市民クラブ

森　 鉄兵

東近江市民クラブ

森田　德治
東近江市民クラブ

鈴木　則彦

東近江市民クラブ

浅居　 笑

東近江市民クラブ

山本　直彦

新型コロナウイルス感染症の感染状況と新型
コロナワクチンの副反応について、

①市内の感染状況について、全世代および１０代の
重症者数、死亡者数の累計は。
②全国のワクチン接種後の副反応例について、全世
代および１０代の重篤例、死亡者数の累計は。
③ワクチン接種後の市内の死亡者数について、３日
以内、４日～７日以内、８日～１４日以内の数は。

①令和４年２月２７日時点における、市内全
世代の重症者数の累計は１０人、死亡者数の

累計は９人です。１０代の重症者および死亡者はい
ません。
②令和４年１月２３日の集計によると、全世代の重
篤例の累計は６，４５４人、１０代は３９８人、死
亡者数の累計は１，４５０人、１０代の死亡者数は
４人です。
③令和４年２月２８日現在、市内で接種後３日以内
の死亡者数は４人、７日以内８人、１４日以内１９
人の計３１人です。なお、死亡原因が新型コロナワ
クチンに起因するものかは不明です。
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新政無所属の会

中村　和広

本市が発行する三方よし商品券にかわる新し
い商品券について、

①これまでとの違いおよび周知方法は。
②今後のスケジュールは。

①これまでは経済団体が発行主体であったた
め、取扱店舗は商工会議所および商工会の会

員に限定されていましたが、今後は本市が発行主体
となりますので、経済団体の会員以外の事業者にも
取扱店舗として登録していただけます。
　発行主体がかわることによる店舗や販売窓口など
の変更、その周知方法については市広報紙のほかメ
ディアなどを活用し、様々な手段で周知に努めてい
きます。
②今後のスケジュールについては、現在の三方よし
商品券の販売は令和４年３月３１日で終了されます
が、６カ月間の有効期限までは今までどおり使用で
きます。現在の三方よし商品券と今後本市が新たに
発行する商品券では発行主体が異なるので、新しい
商品券の販売に際して市民や取扱店舗に混乱が生じ
ないよう対策を講じ、秋の販売開始に向けて準備を
進めていきます。

　３月３０日、歴史的資源を活用した観光まちづくりをテーマに、古民家ホテルとして改修工事が行われ
た外

と の

村
む ら

宇
う

兵
へ

衛
い

邸
て い

を視察しました。
　外村宇兵衛邸は、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている「五個荘金

こ ん

堂
ど う

」の町並みにある近
江商人屋敷の一つであり、万延元年（１８６０年）の建設と歴史は古く、飢

き

饉
き ん

時の雇用対策（お助け普請）
として建設されるなど、近江商人の三方よしの精神が感じられる建築物です。
　市の史跡であることから、文化財としての価値を守りながら、また、地元や専門家の意見も参考にしな
がら改修が行われ、各建屋、各部屋に棟梁のこだわりを感じることができます。
　現在、今年７月のオープンに向けて準備を進められています。議会としても、歴史的資源を活用したホ
テル事業については、引き続き、調査、研究を行っていきます。

　４月１２日、健やかな子どもたちの成長のため
に尽力いただいている私立保育園・こども園園長
会との意見交換会を行いました。
　意見交換会では、給食時の食物アレルギー対応
の大変さ、職員配置基準の見直しによる問題、慢
性的な保育士の人材不足と採用難、看護師配置の
有無による保育活動の違いなど、様々な意見・要
望をいただきました。
　当委員会では私立保育園・こども園の現状およ
び子育て支援における課題を把握することで今後
の施策向上に取り組んでいきたいと思います。

　４月２１日、当委員会では初めてとなる東近江介
護サービス事業者協議会との意見交換会を行いまし
た。現在、市内には７５法人、２４０事業所が様々
な介護サービスを行っています。今回は、その中か
ら入所サービス部、リハビリ部、訪問介護部、訪問
看護部、グループホーム部の代表から率直な意見を
いただきました。通常の業務に加え、コロナ禍によ
る感染防止対策、介護職員の人材不足や採用難、近
年の医療の発展が介護の負担を増やしていることな
どの問題を共有させていただきました。
　当委員会では介護現場の現状と課題をしっかりと
把握し、今
後の議会活
動に反映し
て市民福祉
の向上を図
っていきた
いと思いま
す。

行政が担う住民ニーズは年々多種多様化して
いることから、人材確保は地方公共団体にお

ける重要課題である。本市の職員採用について、
①技術職および専門職の各部署での人数は。
②今後を見据えた技術職員採用の考えは。

①技術職員である土木職および建築職の令和
３年度の配属先として、都市整備部２３人、

水道部９人、農林水産部４人、文化スポーツ部１人、
教育委員会１人となっています。
　専門職については、幼稚園教諭・保育士１９８人
をこども未来部、保健師３３人を健康福祉部、図書
館司書２２人を教育委員会、文化財専門員および学
芸員８人を文化スポーツ部に配置しています。
②社会が急速に変化する中、本市の都市基盤を今後
も安定的に整備し、安全・安心で快適な市民生活を
確保するためには、優秀な技術職員の確保と人材育
成が必要であり、今後も継続的に進めていきたいと
考えています。

２０００年４月に始まった介護保険制度は、
令和４年３月末で２２年が経ち、昨年４月か

らは３年に一度見直しされる第８期介護保険事業計
画がスタートした。２０２５年には団塊の世代が後
期高齢者になり、２０３０年には８０歳以上になる。
もっとも人口の多い世代である団塊の世代が介護保
険を受けなければならない時に、介護サービス事業
所など受入態勢は万全な状況で迎えることができる
のか。
①直近５年間のデイサービス事業所の新規指定と廃
止の推移、受入定員の増減は。
②今後の整備の考え方、方向性など中長期的な介護
保険事業の見通しは。

①新規指定１１カ所、廃止１１カ所、受入定
員は８８人の減少となっています。

②高齢者人口の増加推移やサービスごとに要介護度
別利用状況、市民のニーズなどを分析し、今後の施
設整備を検討していきます。また、給付と負担のバ
ランスをとりながら、社会の変化に対応した適正な
事業にしていく必要があると考えています。 Q

Q

Q

A

A

A

東近江市民クラブ

青山　孝司

東近江市民クラブ

西﨑　 彰

常任委員会活動報告
産業建設常任委員会

福祉教育こども常任委員会

15 議会だより

議会のうごき

議会だより 14

一般質問
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い
よ
い
よ
令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
当
議
会
に
お
い
て
も
新
年
度
予
算

４
８
８
億
円
を
可
決
承
認
し
、
中
心
市
街
地

活
性
化
や
近
江
の
聖
徳
太
子
魅
力
発
信
事
業

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
は
主
に
「
税
金
の
使
い
方
」
に

つ
い
て
審
議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
切
な

の
は
こ
こ
か
ら
。
進
め
ら
れ
る
施
策
が
本
当

に
市
民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
の
か
を
注
意
深
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
総
務
・
福
祉
教
育
こ
ど
も
・
産
業
建
設

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
研
鑽
を

積
み
な
が
ら
、
丁
寧
に
審
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
な
お
、
混
迷
す
る
世
界
情
勢
を
受
け
、
当

議
会
と
し
て
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可

決
い
た
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
戦
火
が
収

ま
る
こ
と
を
心
よ
り
念
じ
て
お
り
ま
す
。

戸
嶋  

幸
司

　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ
り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

次回 6月定例会

※ 各日とも、午前９時３０分から開始します。

※ 日程及び時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では皆さまの傍聴

をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に東近江市役所３階の議会事務局

窓口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の見学 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

5/29 30
開会

31 6/1 2 3 4

5 6 7 8 9
一般質問

10
一般質問

11

12 13
一般質問

14 15
総務
委員会

16
福祉教育こども
委員会

17
産業建設
委員会

18

19 20 21 22
予算決算
委員会

23 24
閉会

25

26 27 28 29 30 7/1 2

東近江市議会だより

令和４年３月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本共産党 公明党 新政
無所属

無
会
派

結
　
果

賛
成
・
反
対

森
　
　
鉄
兵

浅
居
　
　
笑

山
本
　
直
彦

青
山
　
孝
司

鈴
木
　
則
彦

西
村
　
和
恭

田
井
中
丈
三

森
田
　
德
治

西
﨑
　
　
彰

西
澤
　
由
男

和
田
　
喜
藏

市
木
　
　
徹

大
橋
　
保
治

櫻
　
　
直
美

辻
　
　
英
幸

戸
嶋
　
幸
司

安
田
　
高
玄

廣
田
　
耕
康

山
中
　
一
志

田
郷
　
　
正

吉
坂
　
　
豊

竹
内
　
典
子

中
村
　
和
広

井
上
　
　
均

大
洞
　
共
一

議案第２号 
令和３年度東近江市一般会計補正予算（第９号）

可
決

22
・
2
○○○○○○○○○

議
　
　
　
長

○○○○○○○○○○○○××○

議案第４号 
令和４年度東近江市一般会計予算

可
決

19
・
5
○○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○××○

議案第５号 
令和４年度東近江市国民健康保険（事業勘定）
特別会計予算

可
決

21
・
3
○○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○

議案第７号 
令和４年度東近江市後期高齢者医療特別会計予算

可
決

21
・
3
○○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○

議案第８号 
令和４年度東近江市介護保険特別会計予算

可
決

21
・
3
○○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○

議案第３１号 
東近江市職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

可
決

21
・
3
○○○○○○○○○ ○○○○○○○×××○○○○○

請願第１号 
「７５歳以上医療費窓口負担２割化中止の意見
書」の提出を求める請願書

不
採
択

4
・
20

××××××××× ×××××××○○○×××○×

請願第２号 
加齢性難聴者の補聴器購入に関する公的補助
制度の創設を求める請願書

不
採
択

9
・
15

××××××××× ×××○○○○○○○××○○×

○・・・賛成　×・・・反対　（西澤議長は採決に加わらない）

その他の議案等は全会一致で可決・同意・承認されました。議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。

編

集
後
記


